













A class evaluation of the subject “Theory and method of health counseling activities”
conducted over the years for nursing students












In this study, an active learning classes was conducted for 3 years for nursing students who take the subject “Theory and
methods of health counseling activities”（39 out of 115 enrolled in 2016, 31 out of 88 enrolled in 2017, 32 out of 116
enrolled in 2018）. The change in the score of 10 items in the class evaluations（four-point scales）is examined year-by-
year through the questionnaire survey, and the recognition that each student accompanies is generated through the
process of creating a comprehensive report on “learning” where students reflect the whole class contents. The purpose is to
clarify structurally what is becoming externalization of the cognitive process of each student. Quantitative analysis of the
class evaluation score for each fiscal year showed that the increase in the score for the year 2017 was a significant trend
compared to the year of 2016. Furthermore, it was confirmed that the score increased significantly in the year of 2018
compared to the year of 2016, indicating that the students were more satisfied with the class contents. Next, the qualitative
analysis of various “learning” expressed in the summary report creation process indicated that it could be classified into 16
categories and it suggested possible categories that led to the externalization of the cognitive process.
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⑴ 予 告 14回目授業時に，全授業内容の復習（テキスト及び授業時間に配付し
たワークシート）をしておくよう指示する。
































































































（3分）。 3 室内の4コーナーへ分散しステージをつくる。事前に指定された2班が合体する（3分）。 4 実際の役割演
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資料1 総括レポート 題目「健康相談活動の理論及び方法で学んだことや考えたこと」（最終授業にて）
受講者 A タイトル「健康相談の一連の流れ」（構造化のための付箋数23枚）
健康相談活動の理論及び方法で学んだことは大きく分けて3つある。1つめは健康相談には定義があり，「子どもの自
力解決や成長するためには，養護教諭の専門性と保健室の機能を活かすこと，心身の健康と発達に関わる問題に気づき，
手当と会話を通じて心身の安定を図ること，問題の解決に向けて相談的に対応し関係者と連携することが大切であり，
これらを利用することでよりよい健康相談を行なえることである。
2つ目は，実際に健康相談を行っていくうえで保健室の機能や特色を活かすこと，子どもにどのように話すかを工夫
することが大切であることを学んだ。保健室の機能や特色では，机の位置や保健室の外観，ドアを常時開けておく等の
工夫をすることで子どもが保健室に来室しやすい環境を整えることである。どのように話していくかの工夫は声の大き
さや話すスピードに気を付けたりするだけでなく，安心・賞賛のための言葉がけ，傾聴や繰り返しを使用するカウンセ
リング，タイムマシンクエスチョン（未来志向）・わたし言葉・リソース（自助資源）探し等の技法を用いることで養
護教諭と子どもの信頼関係が構築できることである。
3つ目は，健康相談を行った後に支援計画を立てることである。健康相談だけでは話を聴くだけになってしまう。そ
のため，子どもがこれからそのように生活をしていけば改善されるのか，についての支援計画を立てることが，健康相
談活動において大切になってくると考える。
以上の3つの学びから考えたことは，健康相談活動は相談を行う所から支援計画を立てるまでが一連の流れとなって
おり，相談を行う上で種々の技法も大切であるが，支援計画を立てる上では，長期的な目標と短期的な目標を設定し，
実際の支援を行った後，評価を行うことが重要であると考える。（下線部は付箋の内容にあたる。）
受講者 B タイトル「人生におけるコミュニケーション技法」（構造化のための付箋数14枚）
わたしは，健康相談活動の授業の中でカウンセリング技法について学んだ内容が最も印象に残っている。子どもが悩
みを抱えている場合の多くは，自らそれを打ち明けることが少なく，誰にも相談できずにストレスを溜めてしまったり，
最悪の場合，自ら命を絶ってしまうこともある。そんな中で，保健室というのは，子どもが安心して自分の居場所とも
感じられるように機能していく必要があり，養護教諭が救急処置の手当とともに，さりげない日常会話の中から，自然
に子どもから発せられる身体的・精神的なサインに気づく。その後の支援として，カウンセリングや他職種と連携して
いくことが大切であると学んだ。養護教諭が行う健康相談とは，このように自然に始まることが多く，構えることがな
いために心の問題を打ち明けやすい。
子どもとのコミュニケーションを通じて，安心感を与えたり，やる気を出したりすることで子どもが自信をもつ。そ
のための多くの技法をこの授業で学ぶことができた。例えば，リソース（自己資源）を活用するという技法は，その子
の強みに注目することで，元からもっている力をより生かし，自信をつけることができる。その他にも，相手の言葉を
要約したり繰り返したりすることで，話を聴いてもらえた，理解してもらったという安心感を与えることに繋がる。ま
た，未来の自分の姿を想像させるタイムマシン・クエスチョンという方法は，将来に向けて自発的なやる気を生み出す
ことができる。
このような数多くの技法は，健康相談活動だけでなく，友人や家族及び初めて出会う人と会話する時や営業の仕事等
で承諾を得たい時等，どんな場面でも活用できると考える。初対面で会話に困った時には，わたしを主語にするような
「わたし言葉」で発信することで話しやすくなり，相互にマッチングする会話の仕方を用いると相手に話が伝わりやす
く，誤解が生じずに済む。
これらのことから，私は本授業で学んだ支援の方法やカウンセリングをこの授業だけで終わらせるのでなく，今後の
人生の中で活用していこうと考える。そのためには，日常的に意識して自身に取り込み，種々の技法に対してさらに理
解を深めていきたい。（下線部は付箋の内容にあたる。）
